
33

学 位 論 文 要 旨

文
者臨

出
学
提

氏

名 高村 圭
専

攻
生物生産
システム学

講

座
生産環境
整備学

分

野 潅漑排水学

学 籍 番 号 1034112001

学位論文

目題
水管理の違いが トマ トの基内流に与える影響

論文審査
委  員 監

千家 正 照  1 福 井 博 一 西村 直 正

I.目 的  基 内流 を計測 す る こ とで ,植 物 個 体 の蒸散 量 だ けで な く,光 合 成器

常 であ る業 部 や 果 実等 へ の水 分 配 の実態 が解 明 で き る。 また , トマ トは水 分 管

理 に起 因 した 生理 障 害果 の発 生 が問題 にな ってお り,中 で も特 に裂果 の発 生 が

懸 念 され て い る。そ こで ,水 管理 の違 いが トマ トの茎 内流 に与 え る影響 を検 討

し,基 内流 の変 化か ら植 物 の生理 的 な生 体情報 を取得 す る こ とを 目的 と した、.

正,試 験 方法  ト マ トのf4‐内流 は フ ロー セ ンサ ー を使 用 し,茎 熱 収 支 法 に基 づ

い て求 めた 。 フ ロー セ ンサー は根 元 ,業 柄 ,果 梗 の 3ヶ 所 に設 置 した .ト マ ト

の品種 は桃 太郎エ イ トを用 いた 。

III.結 果 及 び 考 祭  根 元 の 茎 内 流 は植 物 体 の 水 ス トレス が SBい と朝 の 藩 水

(10:20)直後 か ら吸水 強度 は増加 した が ,強 い水 ス トレス を受 けて い る と灌 水 に

対 す る反 応 は遅 く,数 時 間後 に吸 水 強度 が増 加 した 。夕方 に擢 水 (19:30)を 行

うと, 日射 の ない時期 に も吸水 が行 われ″た 。 この夜 間 の吸水 は貯 留水 分 の回復

と考 え られ るが,夜 間 の吸水 はそ の使 途 が限 られ るた めに徒長 につ なが る とい

われ て お り,今 回 のデ ー タはそ の裏 づ け とな った 。葉 柄 の茎 内流 は濯 水 に対す

る反応 を含 め,根 元 の基 内流 と顎似 した変化 を した 。 これ は ,業 の蒸 散活 動 に

よつて植 物 体 の水 ポテ ンシ ャル が下 が り,そ の結 果根 の吸 水 が行 われ るた め と

考 え られ る.ま た ,強 い水 ス トレス を受 け る と明期 で も逆 流 を示 した .こ れ は

根 の吸 水 の み で は植 物 体 内 の水 分 量 が 不 足 して い た こ とにカロえ ,相 対 湿 度 が

75%と 高 か つた た め,業 面か ら空 気 中の水 分 を吸 水 して いた と考 え られ る.果

梗 の茎 内流 と葉 柄 の茎 内流 との間 には負 の相 関 が強 く見 られ ,業 と果 実 の密 接

な 関係 が伺 えた。 また,果 梗 の茎 内流 は濯 水 に対す る反応 が少 な く,裂 果 の発

生 が見 られ な か ったた め,本 研 究 で の濯 水 が果梗 の基 内流 に与 え る影 響 は小 さ

か った と考 え られ るを し か し,任 意 に設 定 した気 象環境 や植 物 体 特 有 のパ イ オ

リズ ムに果梗 の茎 内流 が左右 され た可能性 は否 定 で きな いた め, さ らに詳細 な

測 定が必 要 で あ る と考 え られ る.
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